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立
正
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
部
長
に
就
任
し
て
二
年

目
に
な
り
ま
す
仲
山
佳
秀
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

度
は
、

本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
は
部
長
一
人
の
体
制
で

あ
り
ま
し
た
が
、

本
年
度
は
部
長
と
宮
﨑
善
幸
副

部
長
と
の
二
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

後
援
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
、
本
学
ラ
グ
ビ
ー

部
に
対
し
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会
が
日

本
で
開
催
さ
れ
、
日
本
チ
ー
ム
が
史
上
初
の
ベ
ス
ト

８
進
出
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
熊
谷

市
で
も
試
合
が
行
わ
れ
、
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
力

に
す

る
か
の
如

く
、

本
学

男

子
ラ
グ

ビ
ー
部
は
、
公
式
戦
二
部
全
勝
と
好
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、
一
部
と
の
入
れ
替
え
戦

で
は
惜
敗
し
ま
し
た
。
女
子
に
関
し
て
は
、

イ
タ
リ

ア
の
ナ
ポ
リ
で
行
わ
れ
た
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
夏
季

大
会
に
お
い
て
、
日
本
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

本
学
の
部
員
た
ち
が
日
本
を
優
勝
に
導
く
目
覚
ま

し
い
活
躍
を
し
ま
し
た
。
男
女
と
も
、

今
年
は
、

い
っ
そ
う
の
活
躍
を
目
指
し
て
精
進
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
よ
り
、

大
学
の
授
業
も
ラ
グ
ビ
ー
の
活
動
も

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
部
員
た
ち
は
、
勉

学
の
遂
行
、
身
体
能
力
の
維
持
、
そ
し
て
ラ
グ
ビ
ー

技
術
の
精
錬
に
、

様
々
の
工
夫
と
努
力
を
重
ね
て

い
ま
す
。　

今
は
、

こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
、

や
れ

る
こ
と
を
や
り
、

来
る
べ
き
試
合
に
十
分
な
準
備

を
し
て
臨
み
、
一
層
の
飛
躍
を
遂
げ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

皆
様
の
お
力
添
え
が
是

非
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
か
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

昨
年
は
『
一
生
に
一
度
』
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、

日
本
代
表
の
活
躍

も
あ
り
日
本
中
が
ラ
グ
ビ
ー
一
色
に
な
り
、

３
試

合
行
わ
れ
た
熊
谷
で
も
フ
ァ
ン
ゾ
ー
ン
を
中
心
に
大

変
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
は
今
で
も
私
た
ち
の
記
憶
に

新
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
を
知

ら
な
か
っ
た
人
、

知
っ
て
い
て
も
関
心
が
無
か
っ
た

人
に
対
し
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、

ラ
グ

ビ
ー
フ
ァ
ン
が
増
え
た
こ
と
は
本
当
に
大
き
な
価
値

と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
す
べ
て
の
試
合
や
イ
ベ
ン
ト
、

行
事
が
中
止
と
な

り
ラ
グ
ビ
ー
を
し
た
い
、
観
た
い
、
支
え
た
い
と
い
っ

た
人
々
の
情
熱
も
冷
め
気
味
と
な
り
非
常
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
熊
谷
と
し
て
も
ま
ち
の
取
り
組
み

と
し
て
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
を
契
機
に
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
と

観
光
を
軸
と
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
を
推
進

し
、
「
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ
ン
熊
谷
」
の
更
な
る
発
展
に

努
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー
を

中
心
に
こ
の
ま
ち
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
私

自
身
強
く
望
ん
で
い
る
次
第
で
す
。

　

昨
年
度
菅
平
高
原
で
の
合
宿
激
励
ツ
ア
ー
や
八

木
橋
で
お
こ
な
わ
れ
た
激
励
会
に
参
加
し
、

選
手

の
皆
さ
ん
の
前
に
少
し
で
も
進
も
う
と
す
る
気
迫

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
や
相
手
に
果
敢
に
ぶ
つ
か
っ
て
い

く
姿
勢
、
そ
し
て
激
励
の
挨
拶
を
し
て
い
る
と
き
の

全
員
の
真
っ
直
ぐ
な
眼
を
直
接
感
じ
さ
せ
て
い
た

だ
き
私
自
身
も
大
変
刺
激
を
い
た
だ
く
と
と
も
に

選
手

・
チ
ー
ム
の
頼
も
し
い
未
来
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
困
難
な
状
況
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
の
皆
さ
ん

の
ご
健
康
を
第
一
に
お
祈
り
し
、
そ
し
て
チ
ー
ム
の

益
々
の
ご
躍
進
を
心
よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

　

い
つ
も
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
を
応
援
し
て
下
さ
り

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
専
任
講
師

並
び
に
副
部
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

大
学
の
講
義
は
全
て
が
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
の
役
割
と

し
て
は
部
員
全
員
が
練
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
授
業

の
面
で
不
安
な
く
受
講
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

　

春
の
シ
ー
ズ
ン
は
男
女
と
も
に
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、「
今
」
で
き
る
こ
と
、「
自
分
」
に
で
き
る
こ
と

に
集
中
し
て
目
標
達
成
に
向
け
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
い
つ
も
応
援
し

て
下
さ
り
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今

後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
最
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
い
つ
も
ラ
グ
ビ
ー
部
を
応
援
し
て
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

協
会
か
ら
出
さ
れ

て
い
る
試
合
開
催
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
、

試
合
日

程
の
更
な
る
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

現
時

点
で
リ
ー
グ
戦
は　

 

月
１
日
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
次
第
で
は
、

そ
れ
も
変
更
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
い
つ
も
と

違
う
日
常
の
中
で
、

普
段
は
当
た
り
前
に
出
来
た
事
、

当
た
り
前
だ
と
考
え
て
い
た
事
が
、
い
か
に
有
り
難
い
事

で
あ
る
か
を
再
確
認
し
、
心
身
と
も
に
チ
ー
ム
と
し
て
さ

ら
に
成
長
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
を
始
め
、
我
々
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
す
べ
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、

今
で
き

る
こ
と
を
一
所
懸
命
に
取
り
組
み
、

全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
く
れ
ぐ
れ
も

体
調
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
は
、
ア
ル
カ
ス
熊
谷
と
し
て
今
年
も
太
陽
生
命

ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
に
出
場
し
、

昨
年
成
し

遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
優
勝
に
向
か
っ
て
、
日
々
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
年
は
異
例
の
大
会
中

止
と
な
り
非
常
に
悔
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
太
陽
生

命
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
だ
け
で
な
く
、

昨
年

優
勝
し
た
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
と
し
て
出
場
で
き

る
、

学
生
交
流
大
会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
て
も
悔
し
い
こ
と
で
す
が
、

私
た
ち
は
前
を
向
い
て
一

歩
一
歩
踏
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来

年
こ
そ
は
、

ど
ち
ら
の
大
会
も
優
勝
す
べ
く
一
日
一
日

全
力
で
練
習
に
励
み
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
大
会
に
挑

む
準
備
を
し
、
優
勝
と
い
う
結
果
を
手
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
行
わ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
女
子　

人

制
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
は
、

ア
ル
カ
ス
熊
谷
、

立
正
大
学

か
ら
１
人
で
も
多
く
の
選
手
が
出
場
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
努
力
し
チ
ー
ム
で
高
め
合
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
拡
散
の
影
響
で
春
シ
ー
ズ
ン
の
試

合
、

恒
例
の
夏
合
宿
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
は

ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
そ
っ
て
、
万
全
の

対
策
を
と
り
な
が
ら
、

練
習
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
、
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
、
チ
ー
ム
全
員
で
、
全
力
で
取
り
組
み
、
戦
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
生
と
し
て
学
業
に
も
真
剣
に
取
り
組
み
、

立
正
大
学
が
目
指
し
て
い
る
「
モ
ラ
リ
ス
ト

×

エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
の
模
範
と
な
る
よ
う
日
々
精
神
し
て
い
き
ま

す
。

　

そ
し
て
立
正
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
々
へ
の
感
謝
と
誇
り
を
胸
に
１
部
昇
格
と
い
う

結
果
を
残
す
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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２００,０００ ２００,０００ 　　　　　　　０

令和元年度

１．後援会会員数

２．後援会各種行事

令和２年度

令和元年度

令和２年４月１日から令和３年３月３１日

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

令和元年

令和２年度

４４４,８１５ ４４４,８１５ ０

２,２８０,０００ １,９１９,０００ △３６１,０００

５５０,０００ ４６１,０００ △８９,０００

２００,０００ ２００,０００ ０

５０,０００ 　　　　０ △５０,０００

３,５２４,８１５ ３,０２４,８１５ △５００,０００

１,５００,０００ １,５００,０００ ０

１,０３０,０００ ９９０,７５２ △３９,２４８

２００,０００ １７１,０７２ △２８,９２８

１００,０００ １１３,２８０ １３,２８０

２５,０００ ３４,７４５ ９,７４５

６６９,８１５ ０ △６６９,８１５

３,５２４,８１５ ２,８０９,８４９ △７１４,９６６

２１４,９６６ ４４４,８１５ △２２９,８４９

個人会員

法人会員

個人会員

法人会員　

激励会表賀　

ラグビー部への補助

会報・パンフレット等印刷代

通信費、事務用品購入等

郵便振込

(８３０,０００)

(１,４５０,０００)

第２回運営委員会：（２０名×＠３,０００） ６０,０００

激励会：（４５名×＠５,０００） ２２５,０００

合宿激励ツアー：（２５名×＠５,０００） １２５,０００

５／１４　第１回運営委員会費 ４５,０００ (１５名×＠３,０００)

６／１１　総会懇親会費 ９０,０００ (４５名×＠２,０００)

７／　９　第2回運営委員会費 ５１,０００ (１７名×＠３,０００)

８／２２　激励ツアー参加費 ８０,０００ (１６名×＠５,０００)

９／　３　激励会費 １９５,０００ (３９名×＠５,０００)

会報ｖｏｌ.１６（１３５,４３２）・封筒（３５,６４０）

郵送料

ラグビー部への補助

６/１１ ラグビーパレード協賛金　１００,０００ ７/９ 第2回運営委員会　７０,０００

９/　８ 大学女子ラグビー交流大会協賛金　１００,０００

８/２２ 合宿激励ツアー　２００,４７２　　　９/３ 激励会　　              ３５６,４８０

５/１４ 第１回運営委員会　７５,０００ 　　６/１１　総会懇親会 ８８,８００

第２回運営委員会

合宿激励ツアー　　　　　　　　　　　　

激励会　　　　　　　　　　　

大学女子７人制ラグビーフットボール交流大会への支援　

２２８件

１０６件

７９３,０００

１,１２６,０００

３,０２４,８１５ ２,８０９,８４９ ２１４,９６６

２,２８０,０００ ２,２８０,０００ ０

４１０,０００ ５５０,０００　　　　　　　　　△１４０,０００

２００,０００ ２００,０００ ０

５０,０００ ５０,０００ ０

３,１５４,９６６ ３,５２４,８１５ △３６９,８４９

３,１５４,９６６ ３,５２４,８１５ △３６９,８４９

１,５００,０００ １,５００,０００ ０

７４０,０００ １,０３０,０００ △２９０,０００

５３９,９６６ ６６９,８１５ △１２９,８４９

１５０,０００ １００,０００ ５０,０００

２５,０００ ２５,０００ ０

個人会員 ２２８件（平成３０年度　２３３件）

法人会員 １０６件（平成３０年度　１０６件）

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

５

６

７

８

８

９

９

９

１０

１０

１０

１１

１１

 １４

１１

９

２２

２７

 ３

１５

２２

５

１３

２７

３

１２ ８

１７

３６

６４

２８

２１

９２

５４

５５

３４

２１

２４

１７

５

０

１９

○

○

○

○

〇

〇

〇

-

-

-

-

-

-

-

２４ ５２● -

日（火）

日（火）

日（火）

日（木）

日（火）

日（火）

日（日）

日（日）

日（土）

日（日）

日（日）

日（日）

日（日）

日（日）

第１回運営委員会開催 （総会に向けて）

役員会・総会・懇親会開催（於：立正大学熊谷キャンパス）

第２回運営委員会開催 （合宿激励・激励会に向けて）

合宿激励ツアー開催（於：菅平高原）

会員証・会報発行

（於：八木橋百貨店）激励会開催

公式戦応援（対山梨学院大学）

公式戦応援（対國學院大学）

公式戦応援（対東洋大学）

公式戦応援（対関東学院大学）

公式戦応援（対朝鮮大学校）

公式戦応援（対国士舘大学）

公式戦応援（対白鷗大学）

１部・２部入替戦応援（対中央大学）

１．ラグビー部への補助

２．リーグ戦等試合の応援

３．合宿激励ツアー・激励会の開催（中止）

４．地域におけるラグビーの普及推進

５．大学女子７人制ラグビーフットボール交流大会への支援

６．後援会会報の発行

７．新規会員の増強

８．その他

ＦＲＯＭ ＣＯＡＣＨＥＳ 令和２年度新入部員

令和２年度関東大学リーグ戦　　試合日程

ＰＲ

ＦＬ

ＨＯ/ＬＯ

ＬＯ

榊　勇樹 東福岡
佐藤　大我 大分舞鶴
蠣﨑　楓八　 國學院栃木

ﾋ ｴ゚ﾘｯﾁ・ｼｰﾊﾞｰﾄ ﾊﾟｰﾙｼﾞﾑﾅｼﾞｳﾑ

栗賀　新 北越
髙口　誠也 筑紫
平林　頼人 佐野日大

吉村　乙華 東筑
佐々木　萌 新田
岡部　ひかり 大泉
今釘　小町 石見智翠館

女

春シーズンは新型コロナの影響で全日程中止

ＷＢＴ

ＣＢＴ

ＳＯ

ＷＢＴ/ＮＯ８

小松　朱咲 男鹿工業
題府　脩馬 尾道
竹内　陸人 仙台育英
今村　倫太朗 東海大付属福岡
内海　宏太 大分東明
齊藤　瑠海奈 高鍋

ＳＨ

ＳＯ/ＦＢ

三原　大河 東福岡

９０,０００

２００,０００

３５０,０００

１００,０００

ＳＯ/ＣＢＴ

ＵＢ

清永　修太郎 大分舞鶴

今年も２０名の精鋭が、立正大学ラグビー部の門を叩きました。
応援、宜しくお願いいたします！

ＷＴＢ/ＦＢ

ＷＴＢ/ＮＯ８ ﾍﾞｲﾀﾀ・ﾆｷ ｾﾝﾄｱﾝﾄﾞﾘｭｰｽ

ＣＢＴ/ＷＢＴ

ＦＷ

昨シーズンの入替戦では、 たくさんの方々の応援を背に、 中央大学に対

して挑みましたが、力の差を実感した試合となりました。あの敗戦をバネに

今シーズンこそ、 １部復帰を目指し、 昨年１２月から新チームがスタートし

ました。課題と向き合い、 １部のチームに対して圧倒できる体作りからもう

一度やり直しスタートしたものの、新型コロナウイルスの影響により、春シー

ズンは全日程が中止となりました。多数の強豪チームとの練習試合も予

定されてだけに、 とても残念ですが、 各自自分と向き合い、 個人トレーニ

ングやオンデマンドトレーニングなどで、 引き続き体作りをメインにトレーニ

ングをする日々でした。リーグ戦開幕に向け、 万全のコンディションとなる

よう調整しています。

立正大学ラグビー部後援会

Ｆａｃｅｂｏｏｋ開設！

今年度より立正大学ラグビー部後

援 会Ｆａｃｅｂｏｏｋ開 設 し ま し た。公

式戦情報を中心に随時アップしてい

きます。ＱＲコードよりアクセスの上、

ご確認下さい。皆さまのページフォ

ローをよろしくお願いいたします！

感謝の気持ちを再確認。女子は４名の新入部員

コロナ禍において先行きが全く想像できない状況の中で、部としての思うような活動が行

えず不安ばかりが募っていました。そのような状況の中、 予定されていた太陽生命ウィメ

ンズシリーズ、大学交流大会、国民体育大会の中止が発表され今年度の７人制の公式

戦は全て中止となりました。目標となる大会がなくなり、 日々変わる状況の中でも選手

達は、 またラグビーができる環境を胸に描き、 少しでもトレーニングができる工夫をして

活動をしています。今まで当たり前に活動できていた事ができなくなり、 後援会の皆様か

らのご支援や大学生活が送れる環境があることの 「ありがたみ」 を改めて感じています。

今年度は新入生が４人加わり女子部員総勢１９名で活動しています。昨年度に奪還し

た大学女子日本一の称号を継続できるように、支援いただいている皆様に少しでも恩返

しができるよう今後も精進していきます。

日頃より立正大学ラグビー部への多大なるご支援を賜り心より感謝とお
礼を申し上げます。２０２０年６月よりラグビー部女子ヘッドコーチを
務めさせていただくことになりました。こうして母校に指導者として戻
る機会を与えてくださった関係者の皆様には大変感謝しております。母
校への恩返しと、皆様に良い結果をご報告できるよう責任と覚悟を持っ
て務めさせていただきます。皆様のお力添えのほどよろしくお願い申し
上げます。

名前：小松大祐
出身地：宮城県
出身校・チーム：佐沼高校-立正大学-リコーブラックラムズ
趣味：キャンプ

今年度の学生組織は主将制ではなくリーダー制とし、多くのリーダー陣
がチームの中心となり、主体的な活動を展開できる組織づくりを試みて
おります。新戦力は海外より、南アフリカ：ピエリッチ（FL）とフィー
ジー：ベイタタ（WTB）を迎え、国内からは花園常連校より個性豊かな
メンバーを迎えました。後援会の皆様にエキサイティングなゲームをご
覧頂けるようしっかり準備して参ります。今シーズンも多大なご声援を
宜しくお願い致します。

名前：祝田康彦
出身地：宮崎県
出身校・チーム：都城高校-三洋電機ワイルドナイツ（現パナソニック ワ
イルドナイツ）
趣味：トレーニングと食べること

コロナ渦で、春から全ての試合が中止になりま
した。今回は男子、女子チームの２名のコーチ

からチームの近況、コメントをいただきました。

２部
令和２年度関東大学リーグ戦は、コロナウイルス感染拡大の影響を受け、以下のとおり例年とは異なる運用での開催となります。
また、全試合無観客試合での開催となりますので、予めご了承下さい。

※今後の社会情勢等により運用に変更が生じることがございます。

※１部・２部全試合が成立した場合、入替戦を実施する予定です。

【総当たり戦】

昨年度の順位から、Ａ、Ｂの２ブロックに分け総

当たり戦を行い、 各ブロックの１位～４位がそれ

ぞれ順位決定戦を行う。

※（　）内は昨年度順位

■Ａブロック

拓殖大学（１位）

山梨学院大学（４位）

白鷗大学（５位）

国士舘大学（８位）

■Ｂブロック

立正大学（２位）

東洋大学（３位）

國學院大学（６位）

朝鮮大学校（７位）

日 程 対 戦 相 手 試 合 会 場開 始 時 間
11

11

11

月

月

月

日

日

日

（日）

（日）

（日）

朝鮮大学校

國學院大学

東洋大学

１４：００

１３：００

１３：００

 １

 ８

２２

【総当たり戦試合日程】

日 程 対 戦カード 試 合 会 場開 始 時 間
Ａブロック・１位　ｖｓ　Ｂブロック・１位

Ａブロック・２位　ｖｓ　Ｂブロック・２位

Ａブロック・３位　ｖｓ　Ｂブロック・３位

Ａブロック・４位　ｖｓ　Ｂブロック・４位

朝鮮大学校Ｇ

立正大学Ｇ

立正大学Ｇ

 

 １３：００

【順位決定戦試合日程】

11 日 （日）

 

２９月

朝鮮大学校Ｇ

立正大学Ｇ

立正大学Ｇ

 

 未 定

日 程 対 戦カード 試 合 会 場開 始 時 間
リーグ戦１部・７位　ｖｓ　リーグ戦２部・２位

リーグ戦１部・８位　ｖｓ　リーグ戦２部・１位

 

 未 定

【入替戦試合日程】

1２ 日 （土）

 

１２月

 

 熊谷ラグビー場


